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な く）t刈取 りに よ る 影響が 大 きか つ た。こ の よ うな 品種

は 蔓刈用 に は 適 しない もの と判断され る 。

　蔓の 生 産量 で シ ロ セ ン ガ ン と同様．その 絶対値 も少 な

く，時期別差 も少な か つ た 鹿系 10−・719 は蔓の 刈取 りに

よ る藷の 減収率が 少 な く，殆 ん ど減収 しなか つ た 時期 も

み られ る。こ の よ うな 品種 は蔓刈用に 適す る と思 わ れ る

が， 途巾刈 りの 蔓生産量 を増加 させ る こ とが 必 要 で あ

る 。

　 こ れを要す るに ，甘藷蔓 を飼料に す る場合，生 育途 中

1 回刈 りは
一

般 に 蔓総生産量 の 増加をもた らすが，藷 は

減収す る 。 しか し蔓の 増収度，藷 の 減収度 に は晶種 間差

が大 きく， 農林 1号，鹿系9 − 788 は刈取 りに よ り蔓 の

増収度 も少 な く，藷 の 減収度 は 大 きい 。 鹿系10− 719は

蔓 の 増収度 も大 きく，藷の 減収度は 極 めて 小 きい 。

　飼料用督藷 は 蔓，藷 の利 用 形態 をわ け て 考 え，計画栽

培すべ きで あ るか ら，もし両者 を 狙 う場合は，途 中刈 り

を 行な うこ とに よ り蔓 ＋ 藷 の 生産量に は 品種閥差 が 大 き

い の で，充分の 考慮 を必要 とす る 。

　供試品種 で は 農林 正号，鹿系 9・− 788 は 途 中の 刈取量

が多 く， 藷 も相 当量確保 され るの で 刈取用 1こぼ適 す る

が，シ ロ セ ン ガ ン は 途中刈 りに は 不適で あ る。鹿系 10−

7igは 刈取 りに よ る藷 の 減 収 は ほ とん どみ られ な い の で ，

こ の 点で は優れて い るが，途中刈 りの 蔓 の 絶対量 が 少な

い の で ，まだ充分 とは LK い 難 い と結論 され る。

三 染 色 体 稲 種 子 の 吸 水 様 相 の 特 異 性
一K一

永　 松 ± 巳 ・ 立 野 喜 代 太

　 （九 州 大 学 農 学部）

　高橋 （エ960） は稲種子 の 吸 水 様相を 大 別 して ，置床直

後 の 急激 な吸 水 を行 な う時期 （吸水期 Phase 　A ），こ れ

に 続 く吸水増加が著 し くな い 時鰯　（発芽準備期 Phase

B ），きらに 発芽に よつ て 再び 吸 水が著し くな る時期 （生

長 期 Phase 　C） と した。 発芽 の 速 度は Phase 　A の 吸

水速度 と，Phase 　B の 時間的長 さの 二 要囚で 決定 され，
Phase 　A で は物理的吸水が，　 Phase　B で は化学反応 に

伴 な う吸 水が 行 な わ れ る こ とを 示唆 した。

　著者 らは ，さ きに 原子 爆弾 に よ つ て 誘発 きれ た 三 染色

体稲種子の 発芽性 に つ い て 報告した が，三 染 色体稲の 種

子 は 発芽が 不揃 い で ，比較 的 初期に 発 芽す る種子 は，お

お む ね 正 常稲 で あ り，発芽 の お くれ る 種子 は概 して 三 染

色体稲で あっ た 。 こ の よ うな三 染色体稲種子 の 発芽遅延

の 由来 を知 る 目的 で 発芽 の 第
一

過 程 で あ る吸 水現 象 に 注

目 し，そ の様相 を解析 した 結果の 概要 を報告す る 。 本実

験に 際 して，当研究 室 大学院学生 ，峯浩昭君 の 御協力を

得 た 。記 して 感謝 の 意 を表 す る。

材 料 お よ び 方 法

　 本 実 験 は 1961 年 5 月 に 行 な つ た もの で ，1960年秋産 の

三 染 色 体稲 （2n 十 1）； Triplo −1 （semi
−ro11ed 　leaf），

Triplo −3 （dwarf ） お よ び Triplo−5 （slender ） に 着 生

した稔実種子 と，同系統 に 由来す る 正 常稲 （2n ） の 稔実

種子 と を用 い た。

　欄 和 36年 8 月 12日　第26圃 例 会 で 発表

　測定種子は 籾お よび玄米 と し，一一
系統当り20粒 を無作

為 に 抽出 して 大型 の ぺ トリ皿 に 置床 し，20℃ の 恒温器内

で 吸水発芽させ た 。 吸水量 の 測定 に は 直示 天秤 を用 い ．

個体 ご とに 吸水増加量を追跡 した。置床水は 24時聞 ご と

に 更新 し，水分量を
一

定 に す る よ う心 が け た 。 測 定 に 際

して は，種子 表面の 水分を ろ紙 で ＋ 分 に 取 り除 き，附着

水 に よる測定誤差 を排除す る よ うに つ とめ た。

　　　　　　　 結 果 お よ び 考
・
察

　 1 ．発芽過 程に お ける吸水様相

　1． 籾種子 に つ い て ： 正 常稲 の 籾種子 と三 染色体稲 に

着生 した 籾種子 と を置床 し，一
定 時 聞 ぐ とに 吸 水の 増加

量を測定 して ，その 様相 を比較検討した 。 第 1図 は籾種

子 の 吸水様相を図示 した もの で，20粒の 平均 で あ る 。

　同図か ら明 らか の よ うに ， 置 床 後 2・5Ei （60時閥） ま

で は，い ずれ の 系統 に お い て も急速な吸水 の 増加 を示 し

た が ，こ れは 高橋の い う Phase 　A に あ た る。こ の 椙に

お い て は 正 常種子 と三 染色 体の 種 子 との 聞 に 吸 水 の 時閥

的差 異 は認 め られ ず，同時 に 三 染色 毎 型 の 閥 に もそ の 差

異 を認 め る こ とが 出来 な か つ た 。 なお 置床後 1 日お よ び

2 日 H の 吸水 の 増加 量が比較的低 い よ うに 見 られ るが ，

こ れ は 2斗時闘 ご と に ペ ト リ皿 内 の 水 を 更新 した 為 に ，そ

れ に よ る発芽床内の 02 量の 変化，お よび 発芽抑制物質

の産 生 に よつ て 吸水増加量が減少 した もの と考 え られ る

が ，詳細 に つ い て は 検討 を加 え な か つ た 。
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　　　　三 染色体稲 の 種子 と正 常稲 の 種子
第 1 図
　　　　 との 吸水様相 の 比較 （籾 ）
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て 行な い、そ の 結果を第 2 図 と した。発芽遅延の 著 しい

Triplo −1 と，あま り著 しくない Trip1o −5 と，こ れ に

対す る正常稲種子 との 吸水様相の 比較 を図示 した もの で

あ る。
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　　　　　 置 床 後 の 日 数

　置床後 2．5日よ り発芽期まで は ， 吸水 増 加 が 著 し くな

い Phase 　B の時期に あ た るが，正常種子 と三 染色体稲

の 種子 との 閥 に ，明 らか に 時 闘的 な長 さの 差異が 認 め ら

れ た。こ の よ うな差異 は 三 染色体型 の 闘に も認 め られ，

Triplo−1 と Triplo−5 との 間で は特に そ の 差異が顕著

で あつ た 。 三染色 体 の 種子 で は Phase 　B よ り Phase　C

に 移行す る点が正常種子 の ように 明瞭 で は な い が，発芽

最 盛 の 時期 を もつ て 移行点 と み なす と，Phase 　B の 時間

的長 さは 正 常稲の 種子 で は 約 1・5 日 （36時問）で あ るの

に 対 し，Triple−1 お よ び Triplo−3 で は 3 日 （72時間）

で ，正常稲の 種子 の 約 2 倍 に 達 した。しか し，Triplo−5

で は その 差 は顕著で な か つ た。な お Phase 　B で の 飽和

吸 水量 の 系統閻差異 は ，こ れ ら種子 の 容量 の 差異に 帰せ

らるべ きで あ り， 100 粒重 の 測定結果 と もよ く 合 致 す

る 。

　Phase 　C は 発芽 に よ つ て 再び 吸水 が 著 し くな る 時期で

あ るが ，正 鴬稲 種子 の 吸水 で は Phase 　B よ りC へ の 移

行が 極 め て 明瞭な 屈 曲 を もつ て 示 され る の に 対 して，三

染色体稲 の 種子 で は こ の 移行点が極 めて 不明瞭 で，な だ

らか な屈 曲 を示 した。こ の よ うな 両者間の 差異 は，次 の

よ うな理 由 に よ る もの と考察 しt 。

　す なわ ち，正 常稲 で は種子 の 発芽が ほ とん ど同時に 行

な わ れ ，直 らに 生 長期 に 移るの に 対 し，三 染 色 体稲の 褌

子 は発芽の不揃い に よ つ て ， Phase 　G に 移行す る個体

が 時問的に ま ち まちで，全体 と して は ゆ るや か な屈曲を

示 す もの で あ る。

　2． 玄米 に つ い て 二 籾と同様の 吸水実験 を玄米に つ い
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　 Phase　 A の 吸水速度 は直線の 勾配 に よつ て 示され る 。

三 染色 体稲の 種子 と正 常 稲 の 種子 で は 吸水速度 を異 に す

るが ， 粒重 に 対す る吸水率を求 め る と 三 染色 体稲 の 種

子 と正 常の 種子 との 間llC差異 は 認 め られ な い。 また，

Phase 　A の 時 問 的 な長 さは 両者闘 に そ の 差異は認 め られ

ず，置床後2・5 日 （60時間） まで が こ の 相に 該 当 した。

　 Phasc　B に お い て ，正常の 種子 と三 染色体稲 の 種子 と

の 問 に 時間的 な長 さの 差 異が 認 め られ る こ と は 籾種子の

場合 と 同様で あつ た 。 正常の 種子 は 約 0．5日 で Phase 　C

に 移行す るの に 対 して，Triplo−1 で は 1日また は それ以

上 を要 し， Triplo−5 で も多 少 の 差 異が 認 め られ た。前

記籾種子 の 吸水 に 較べ る と両者間の差 異 は 顕著で は な か

つ たが，い ずれに して も Phase 　B に お い て三 染色体稲

め種子 の発芽遅 延が 行 なわ れ る こ と は 自明で あ ろ う。

ll．吸水量の 個体間変異の 推移

　三 染色体稲 に 着 生 した種子 は そ の 次代 に 2n （正 常）

個体 と 2n＋ 1 （三 染 色 体）掴体 と を分離す るが ，こ の 両

者間 に 吸水
」
睦の 差異が あ る とす れ ば，吸 水増加量の 個体

間 変異 は Phase 　B の 後期以後 に 増大す る こ とが 考 え ら

れ る。そ こ で，吸水増加量 の 個体間変異を正 常稲の 種子

と，三 染色体稲の 種子 との 闘で各柑 に わ た つ て 比較 して

み た。 第 1表 は Triplo−1 に お け る吸水量 の 変異係数

（C．V ，）の 推移 を正常稲の それ と比較 し た もの で あ る。

N 工工
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第 1 表 　 吸 水 増 加 量 の 個 体 間 変 異 の 時 期 的 推 移

置 床 日数 O．5 上．0 2．0 3．0 4．0 5．0 6．0　 　　 　 7．O 8，0

T ．

Phase

18．G 　　　　　11，2
− ・
　 　 　 Phase 　 A ，

 

証÷
蟹

lL9 　　　 16．7 19，2　　　　　26．8

　 Phase 　 C ，

N ．

Phase

旧 圃

｝
8．6 　　 　 工L7 　 　 　 11．4 　 　 　 正O ．6 　 　 　 　9．2

− 　 　　 　　　
一

　　　 　　 　　　 　　！
　 Phase 　B ．　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 Phase 　C ．

8．7
”

T 　 三 染色体稲 の 種 子 N ； 正 常稲の 種子

　同表か ら明 らか な よ うに ， 吸水初期 （置床後 0，5 日）

の 変異性 は 両者とも大 で あつ たが，その 後いずれ も10〜

13％で Phase 　B を経 過 し，　 Phase 　C に お い て 両者間

に差異 が 認 め られ た。す な わ ち，正 常稲の 種子で は 10％

前後 を推 持す るの に対 して，三 染色 体稲の 種子で は，約

5 日以 後 に 急 速 な 増 加 を示 した。　 こ の こ と は Phase 　B

の 時間的 な 長 さが 個体間で ま ち ま ちで あ る こ とに 基因す

る もの で ，三 染色体種子の 発芽性 を 考慮 して，Phase 　B

の 期 聞が 比 較 的 長 い 個 体 は三 染色 体個 体 で あ ろ うと推察

され る 。 な お 置床初期に変異性の 大 きい こ とは 吸水量に

対す る 附着水 の 割合が大で ，主 に 附着水 に よ る測定誤差

と考 え られ る。

　以上 の 結果か ら，三 染色体種子 は主 に Phase 　B に お

い て発芽遅延が行なわれ る こ とがほ ぼ 明 らか に な つ た。

高橋 も前述 の ように ， 稲種子の 吸水様租を 解析した結

果，発芽遅速 の 変異性 は Phase 　B が 支配 的 で あ る と し

て，化学反応系 の 活力の 差異 を推定 し，さ らに 発芽準備

期 の 初期過程 として胚乳部糊粉層の 役割に つ い て 注 目 し

て い る 。 古 く小野寺 （1934 ） も吸 zk力 （工
，hase　A ）の 遅

速が 直 ちに種子 の 発芽の 遅 速 を現 わす もの で は な い と し

て ，い わ ゆ る ？hase　B が支配的に 働 くこ とを暗 に 示 し

て い る。 き らに 小野眷 は 発芽 の 遅 速 の 起 る原因 と して 種

子中の 酵素 の 活力の 差異 を推定 して い る。筆者 らは これ

らの 諸点か ら，酵素系 の 活力，な らび に 糊粉層な どの 形

態的な 特性 な どに つ い て ，さ らに 詳細 な研究 を進 め た い

と考え るに 至つ た 。

　　　　　　　　（文　献　省　略 ）

矮 性 稲 に お け る 節 間 長 の 分 解 的 研 究
ee

永松　 土 巳 ・ 大村　　武 　・ 戸 田

（九 州 大 学 農 学 部）

修

　節闘長 は ，種あ るい は晶種 に よつ て 特異陛を有 して い

るの で ，節間 の 模式図 （ideogram ）は，植物 の 分類上，

有効 な 手段 で あ る と され て い る。

　Anderson 　and 　Schregardvs （1944）は，節閭模式図

に よ り，ム ラ サ キ ツ ユ ク サ ，サ ル ビ ヤ， トリプサ カ ム の

い ろい ろな 種を分類す る こ と に 成切 した。Jones（1950）
は ア ル フ ァ ル フ ァ で 節間模式図を 顕著な 特徴 と して と り

あ げ，開花期 と関 係 の深 い こ とを指摘 した 。
Heimsch

and 　Stafford （1952）は ，トゥ モ ロ コ シ の 節間模式図に

よ つ て，節闘 の 発達過程 を追 求 し，生理学的分野 に も有

用 で あ る こ とを証 明 した。 さ らに Haskel1 （1956 ） は，

サ トウ トウ モ ロ コ シ の 節閥模式図に よ り， 適応性 と起源

　
＋

昭和 36年 8 月 12 日　第26 回 例会 で 発 表

の 問題 を探求しナ：。

　盛永 らは，矮性型 崎 型 稲 を形型 的特徴に もとつ い て ，

1 ．相 徳 変 1 号 型，∬．大 黒型，lll．矮性白笹型 ，　 IV．

密粒稲型 ，V ．小丈玉 錦 型等 に 分類 した。

　筆者 らは，矮性稲 の 遺 伝，生 理 学的研 究 を行 な う意 図

の もとに ，形態的 調 査 を行 な つ て きた が，本報 で は，節

聞長 の 分解的研究 に よ り，各種矮性 の 特徴 を把握 し，形

態的特徴 と併 せ て その 分類 を 試み た。

材 料 お よ び 方 法

　試験 は，九 州 大学農学部附属農場 に 系統保存 され て い

る矮性稲33晶種 と，標準品種として農林 18号，愛知千本

旭 の 2 品 種 を用 い 1960年 に 実施 した 。 各晶種の 種子を
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